北海 丸と 云う の は、 二百 噸 足らずの ノル ゥェ ー 式 捕 

鯨 船で、 小さな 合 名 組織の 岩 倉 捕鯨 会社に 属して いた。 

船舶 局の 原簿に よると、 北海 丸の 沈没 は 十月 七日と 

あった。 その 日 は 北太平洋 一帯に、 季節に はいって 始 

めての 時化の 襲った 悪日だった。 親潮に 乗って 北へ 帰 

る 鯨 群 を 追 廻して いた 北海 丸 は、 日本海溝の 北端に 近 

く、 水が 妙な 灰色 を 見せて いる 辺で 時化の 中へ 捲き 

込まれて しまった。 

エス. ォ 1 ■ エス き き 

最初に 救難 信号 を 受信つ けたの は、 北海 丸から 二十 

浬と 離れない 地点で、 同じように 捕鯨に 従事して い 

くしろ まる 

た 同じ 岩 倉 会社の、 北海 丸と は 姉妹 船の 釧路 丸だった。 



釧路丸 以外に も、 附近 を 航行して いた 汽船の 中には、 

その 信号 を 聞きつ けた 貨物船が ニ艘 あった。 しかし、 

海霧に 包まれた 遭難 箇所 は、 水深 も 大きく、 潮流 も激 

しく、 荒れ果て ていて 到底 近寄る こと は 出来なかった。 

小船の 北海 丸 は、 浸水が 早く 沈没 は 急激だった。 

海難救助 協会の 救難船が、 現場に 馳 せっけた 頃に は、 

もう 北海 丸の 船影 はなく、 炭塵 や 油の 夥しく 漂った 海 

面に は、 最初に かけつけた 釧路 丸が、 激浪に 揉まれな 

がら 為す 術 もな く 彷徨って いるば かりだった。 

S • o . S によれば、 遭難の 原因 は 衝突で もな けれ 

ば、 むろん 坐礁、 接触 なぞで もなかった。 ただ 無暗と 



「とつつ あん。 また、 ノル ゥェ 1> < かい？」 

トロ ー ル 漁船の 水夫ら しい 男が、 ャジ るよう に 云つ 

た。 

鯨の 祟り —— しかし それ は、 一 人 丸 辰の 親爺 だけで 

はなく、 北海 丸の 沈没の 原因に ついて、 根 室 港の 比較 

的 歳 取った 人々 の 間に、 もう その 当時から 交されて い 

た 一 つの 風説だった。 まだ 日本の 捕鯨船に ノル ゥェ ー 

人の 砲手 達が 雇われて いた 頃から、 その 人達に よって 

云い 伝えられた 伝説だった。 

「仔 鯨 を 撃つ 捕鯨船に は、 必らず 祟りが ある」 

宗教に 凝った 異邦人 達 は、 そう 云って 仔 鯨 撃ち を 恐 



全く 不意の 出来事で あつたが、 いままで 酒臭い 溜息 

を もらしながら、 ボン ャリ 人々 の 顔 を 見廻して いた 砲 

手の 未亡人が、 突然 ジャ リンと 激しく 器物 を 撒き散ら 

しながら、 テ ー ブル を 押し 傾げる ようにして 立ち あ 

がった。 顔色 は 土の ように 青 褪め、 恐怖に 見開ら かれ 

た その 眼 は、 焼きつ くように 表の 扉 口へ 注がれて いる。 

水蒸気 に 濡れた そこの 硝子 扉 に は、 幽霊 の 影が う 

つって いた。 —— ゴム引きの 防水 コー トの襟 を 立てて、 

同じ 防水 帽を 深々 とかむ つた 影の ような 男が、 外から 

ガラスど ぼうぼう 

硝子 扉に ぴったり 寄 添って、 蓬々 に 伸び あがった 髯面 

か な つぼ まな 一 J 

を 突出しながら、 憔啐 しきった 金 壷 眼 で、 きょろ きょ 



「家へ はとても 帰れない。 ここに 隠れて るから、 ここ 

まで、 子供 を 連れて来 てく れんか。 それから、 一 緒に 

逃げて くれ」 

ちつ. 1J 

妻が 言葉 も 継げずに、 呆気に とられて ためら つてい 

ると、 安吉 はかぶせ るよう に 続けた。 

「とてつもない、 恐ろしい 陰謀なん だ。 おれ はもう、 

海 を 見る のさえ 恐ろしく なった。 …… こうして るの も、 

やりきれん。 おい、 早く 逃げ 仕度 をして、 時坊を 連れ 

て 来て くれ。 わけ は、 それから ゆっくり 話す」 

北海 丸と 一緒に 海の 底へ 沈み 込んで、 死んで しまつ 

たと 思われて いた 夫の 安吉が、 全く 不意に 帰って来た。 



「昨夜の、 水上 署の大 縮 尻 を、 見て いたかい。 沖で グ 

ルグル どうどうめぐりよ。 見て る ほうで 気が 揉めた く 

らいだった。 .：：• いやし かし、 どうも こいつ ァ、 思つ 

たよりも 大きな 事件になる らし ぃぜ」 

「いったい、 どうな つたん かね？」 

亭主が 乗 出して 来る と、 丸 辰 は 例の ガタ 椅子 を 引 寄 

せて 腰掛けながら、 

「まんまと 釧路 丸に 逃げられて、 今度 は、 各地の 監視 

船へ 電信 を 打つ たんだ。 つまり、 みつけ 次第 釧路丸 を 

ひっつか まえる ように、 頼んだ わけさ」 

「ほ ゥ、 水上 著から、 水産 局の 監視船へ、 事件が 移牒 



でも 岩 倉の 大将、 ことが 面倒 だとで も 察した のか、 頭 

が 痛む とかなん とか 云 つ て、 逃げた が つ たんだ そうだ。 

ゆき あ 

が、 まァ しかし、 結局 行 会って、 署長から、 これこれ 

云々 と 一部始終 を 聞き 終る と、 どうした ことか サッと 

顔色 を 変えて、 なんだか 妙に うろたえながら、 『そいつ 

はなん かの 間違いだ。 釧路丸 は、 いま は 根 室 附近に な 

ぞ おりません』 と 云うよう な こと を、 答えたん だそう 

だよ」 

「ふ ム、 成る 程。 あの 大将、 なかなかの 剛腹 者 だから 

な •：：. それで、 いったい 釧路丸 は、 どっちの 方面へ 

出漁て いるって 云つ たんかね？」 



うつりよう とう 

「うん それが、 なんでも 朝鮮 沖の、 欝陵島 の 根拠地へ 

出張って るんだ そうだ。 成る 程 あそこ は、 ナ ガス 鯨の 

本場 だからな」 

「へェ ー? だが それにしても、 欝陵 島と は、 大分 方 

角が 違つ とる ね」 

「いや、 とにかく それで」 と 丸 辰 は 手の甲で やたらに 

口ば た を コスリ ながら、 「もう その 時 署長 は、 どうも 岩 

倉の 大将の 云う こと は、 おかしい なと は 思つ たんだが、 

みち 

どの 途 その 場で は ケジメ もっけ かねて、 まず 一応 引き 

あげた。 引 挙げて それから 直ぐに、 欝陵 島の ほうへ 電 

信 を 打った。 岩 倉の 大将の 云った こと は 本当 か噓 か、 



地の 水産試験所の 所長さん だそう だが、 恰度 根 室へ 鳕 

漁場の 視察に 来て いて、 今度の 事件 を 聞き込む と、 な 

んか 目論見で も あるの か、 とても 乗気に なって、 一役 

買って出 たんだ そうだ。 それで、 今夜 ォ ホックから 廻 

されて 来る 監視船に、 乗り込 むんだ が、 それにつ いて、 

なんでも 船乗りの 顔に 詳しい 男が 欲しい つ てわけで、 

この 丸 辰が 呼ばれ たんだ」 

「へえ ー? そり や 又、 えらい 出世 をした もんだ な」 

「うん。 しかし、 あの 東屋って 人に、 果して 釧路丸 を 

つかませても、 鯨の 祟りが 判る かどう か はァテ になら 

んょ。 俺 も、 監視船に 乗 込 むんだ から、 この 仕事に は、 



不意に 隼 丸 は、 ひとつの 固定した 進路に 就く のだった。 

「うまく 発見かった。 あの 鯨 群 を 見逃さな いように、 

遠くから 跡 をつ けて 下さい」 

東屋 氏 は 続けて 命じた。 

「それから、 無線電信 を 打って 下さい。 電文 は II 捕 

鯨 船 二 告グ、 東経 15 2、 北緯 化ノ 附近 ヲ、 北北東 二 

向 ゥ大鯨 群ァリ —— それほどの 大鯨 群で もな いんだ 

が」 と 東屋 氏 は 笑いながら、 「そうそう、 序に 発信 者 

を 貨物船え とろ ふ 丸 と でもし といて 下さい」 

「えとろ ふ 丸、 はよ かったです ね」 

船長が 苦笑した。 



じ ゃァ、 いったい、 それが 本当 だとす ると、 釧路 丸の 

船員 達 は、 どうな つたんだ？」 

すると この 時、 いままで 黙って いた 東屋 氏が、 振 返つ 

て 抜 打ちに 云った。 

「釧路 丸 は、 日本海に おります よ」 

「え £:」 

船長が タ ジタジ とな つ た。 

「ああ、 ごもっともです」 と 東屋 氏 は 急に すまな さそ 

うに 首 を 振りながら、 「いや 申 上げます。 なんでもな 

いんです よ。 …… あなた は、 釧路 丸の 最高 速度 を、 十 

二 節と 再三 云われ ましたね …… 問題 は、 それなん で 



すよ。 ま、 考えて 見て 下さい。 その 十二 節の 釧路丸 は、 

欝陵 島の 警察からの 報告に よれば、 殺人事件の 前々 日 

に、 あの 島の 根拠地 を 出漁し たんでしょう 9 とこ 

力 イリ 

ろが、 欝陵 島から 根 室まで は、 最短 八 百 五十 浬 もぁリ 

ます。 それで、 釧路 丸が 最高 速度で 走った としても、 

ええと …… 七十 時間、 まる 三日 はか かるんで すよ …… 

いいです か、 つまり 殺人の あった 晚に根 室へ はいった 

船 は、 断じて 釧路 丸で はな いんです」 

船長 は、 紙の ように 白くな りながら、 喘ぎ 喘ぎ 云つ 

た。 

「じ ゃァ、 いったい、 この 船 は？」 



じゃァ ないかと 思います ね …… とにかく、 そうして 岩 

倉 会社 は、 表面 法律で 許された ニ隻の 捕鯨船で、 その 

実、 三隻 それ も 一隻 はぬけぬ けと 脱税まで して、 能率 

を 上げて いたんで すよ …… ところが、 この 釧路丸 は 贋 

物なん ですから、 船員の 口から 秘密の 洩れる の を 恐れ 

て、 まず 根 室の 附近へ は、 絶対に 入港 も 上陸 も 許さな 

かったんでしょう。 むろん 船員 達 は、 荒 男の 集まり だ 

けに、 金に さえ なれば 根 室なん かどうで もい い。 一匹 

千円から する 鯨の ほうが、 どれ だけい いか 判らない I 

I とま ァ、 そんな わけで、 かれこれ 一年た つてし まい 

ます。 …… ところが、 ここに 困った 事 は、 独り者の 船 



員 達 は ともかくも、 根 室に 妻子 を 置いて ある 砲手の 小 

森です よ。 むろん あの 男 も、 始めは 他の 船員 達と 同じ 

気持 だつ たんで しょうが、 段々 日 を 経る につれ て、 心 

マスタ— 

の 中に 郷愁が 芽生える。 しかし 船長 は、 危険 を 覚えて、 

絶対に 妻子のと ころへ 帰さない。 が、 盛 上る 感情って 

奴 は、 押えた つて 押え 通せる ものではないです よ …… 

根 室の 近くへ 漁に 来た チャンス を摑ん で、 とうとう 小 

森 砲手 は、 脱走して しまつ たんです …… 」 

「ふ— ム」 と 船長が 始めて 口 を 切った。 「成る 程、 それ 

マ スタ， I 

で、 あと をつ けた 船長の 手で、 あの 惨劇が 起された わ 

けです わ。 …… いや、 よく 判りました。 実に 御明 察で 



子供 を 置いて け ぼり にな ど 絶対に しないの である。 

(「新 青年」 昭和 十 一 年 十月 号) 
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